
2D16 利益モデルとその 新事業への応用 
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図 2: 各利益モデルに 該当する日本企業 例 

トヨタ ( 自動車 ) 、 ニコンは メデ 、 セイコー ( 時計 )   

帝国 HTLO 貸し室 ). 航空各社 ( 時間帯・季節近 賃 ) 

/J 、 林 製薬 ( 熱さまシート． フ ・ル斗 ソト ) 

東宝 ( 宮崎駿 堆の アニメ ) 、 タケ ダ ( 薬 ). 呉羽化学 ( 力 ・ ン 治療薬ルスチ 刀 

サンリオ ( キャラクタークソ ス ・ ) 

ソフトバンク ( 構報 インフラノ子会社別 ) 、 六紙工業 ( フ 。 リント基板 ) 

信越化学 (5@ 坂 ) 

キヤノン ( フ 。 リン 外 ) 

ソニー ( ウオークマン ) 

キヤノン ( ヵ メラ ) 、 貧生空 ( 化粧品 )   ソニー ( オーテ・ イ オ， PC           

花王 ( ェ吋 ) 、 マフ テ ( モリづ   、 ンマ /( 自転車 ) 

セ フンイレフン ( コンビニ ), 赤福 ( 和史子 ) 

日経 Bp( イン 汁 ネット 柑報サ吐 ・ ス ) 、 ネット証券㎝ ツト 取引 ) 、 鉄鋼商社 ( 鉄綱 取引 ) 

京セラ ( セラミ ノ力 G7 イ ソ ケ リ ・ )   トヨタ ( Ⅲ丁による製造価値 ) 

トヨタ ( 担益 分岐点引き下げ ) 、 キヤノン・ニコン ( ステ ソパづ   
ホンダ ( ミニバン，フィット )   ・ /: 一 ( ウオークマン ) 

エプソン ( カラープサン 外 )   アサヒピール ( ビ 一助 

3. 日本企業の利益モデル 分析 らは必ずしも 一連のモデルとして 統一的に整理され、 

参考文献 [2U には、 22 の利益モデルと 共に、 その 規格化されているわけではない。 従って、 このよう 

モデルの 元 となった企業やそのモデルに 該当する 企 なモデルを的確に 自分のビジネ、 スプランニンバに 取 

業側 が挙げられている。 しかしそれらは 欧米企業で り 込み、 効率的に活用するには、 何らかの利用ガイ 

あ り、 我々にとってそれらの 業態が必ずしもファミ ドが 求められる。 そこで以下では、 利益モデルの 活 

リア一でない 企業も多い。 そこで、 それぞれの利益 用方法について 考察し、 2 つの手法を提案する。 

モデルについての 理解を深め、 また分析者同士で 共 

通 認識べ ー ス な 築くことを目的に、 日本企業、 あ る 図 3: 利益モデルの 活用戦略 別 分類 

いはその企業が 行っている様々な 事業の儲けの パ タ 

ン ( 利益モデル ) を分析した。 一 。   一 。     一 。 一 
    一ソ   '""" 。 " 。 '" 

図 2 はその結果を 表にしたものであ る。 各企業名 4.  @-yw-wa& 
。 。 ． """"'"" 。 。 ぺ - 。 利益 

の後ろに分析の 対象とした事業分野毛 ( あ るいは製 。 ，掩 '" 
(2iiia@aa@fre7%:  mwsa.  fwus.  nmw@.  wwsfs 

品名 ) を記した。 ところで実際の 事業は様々な 側面 3.7 九万コンポー ネ ニオ 申腔 
"   ' 蜥 。 "" 

を 有しており、 この表はその 見方の一つを 示したも 伯 ．ルスト。 。 石神 恰 
". 力 " 。 '" 。 。 '" 。 """" 腔 

のと解釈されたい。 12. 方 : イ ' 利益 
' 。 ．。 助ル 。 " づ 一刀 方 " 

このように各社の 事業の " 儲けの パタゾ を分析         一 "" 。 " 。 '" 

。 '""' 。 絃 。 "' 
把握することにより、 それらの意味・ 価値をより 深 一 。 。 ル     "" 。 " 。     一 "   

2. 製 6 ロ ttf ラミ・ ソ ド和 伍圭 

く 認識することが 出来るものと 考える。 またそれら ". 専門 品 "' 。 
' 。 ""' 搬 "" 

の事業について、 各社が打ち出してくる 様々な施策   。   一 "" 。 " 。 '" 一 ", 瑚車辮 " 楠 " 。 せ % 
の 意図を、 より的確に読み 取り評価できる 可能性が 6. フロック 7% タ ，一本 @ 益 

". 冊 。 " 
高まろう。 19.  @iftspta 

".@"" ト   ビ 。 ネ "" チザ "" 利益 一 """"""' 一 "" 
8. 起案 癬堺血 

4. 利益モデルの 活用方法 。 ． " 『 "' 。 歴 

22 の利益モデルは、 長年に 亘る スライウォ ツキ 
            一一一 """"" 

5. 瑞坤歴 

一 らの企業観察によって 積み上げられた 成果であ り、 
。 ． ""' 。 溢 
20.  VSWSffSK@TWi 

それぞれ深く 多面的な内容を 含んでいる。 一方これ 
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4.1 利益モデル活用戦略マップ 

図 3 は、 それぞれの利益モデルの 特徴を整理し、 

その戦略の類似性に 従って分類したものであ る。 す 

な ね ち、 「顧客の面倒を 解決して、 顧客に便利さを 提 

供する」 ( ①顧客へのソリューション 提供戦略 ) 、 

「市場の原理・ 心理・穴などを 活用する」 ( ②市場特 

性活用戦略 ) 、 「何を製品とするか、 ど う 製品を構成 

するか」 ( ③製品構成戦略 ) 、 「ひたすら新製品・ 新技 

術・新サービスを 提供する」 ( ④ブレークスル 一戦 

略 ) 、 「組織の特性、 あ るいは組織そのものを 戦略と 

して活用する」 ( ⑤組織力活用戦略 ) 、 「生産技術Ⅰ 

経験、 製造特技、 量産力などを 戦略として活用する」 

( ⑥生産力活用戦略 ) 、 の 6 種のモデルであ る。 

図 4 は、 これらの特徴を 有する利益モデル 戦略を、 

一連のビジネスプロセス ( 商品企画づ開発 つ 生産 づ 

販売 づ サービス ) の " どこの段階として 検討し応用 

すべきがに対応させ、 縦横のマトリックスにして 

示したものであ り、 これを " 利益モデル活用戦略 で 

、 ソプ ，と 名付けた。 

図 4 例 益 モデル活用戦略マップ 

② 市牡 特性活用 牡略 

④ブレークスルー 活用破格 ( 新 典品 ・新 技行 ・新サービス ) 

⑤ 組 " 。 "" 職 " 

4.2 利益の源泉分析 

利益は一般に、   利益 三 ( 売価 一 コスト ) x 数量 

( 規模 ) x 継続 期 群の式で表される。 あ る事業の 

利益モデルを 考えていく場合、 この利益の方程式の 

「どの項目に 力点を置くか、 工夫を凝らすか」とい 

う見方が可能であ る。 そこで図 5 に、 売価、 コスト、 

数量 ( 規模 ) の 3 つの項目のうち、 それそれ、 どれ 

にもっとも力点を 置いているかによって、 22 の モ 

デル を分類して示した。 

継続期間に特徴のあ るモデルついては、 図の右側 

の 欄に重複して 示した。 この図を描いてみて 気づい 

たことは、 売価を高くする 工夫を凝らすモデルには、 

製品寿命の長いものが 多いとみられることであ る 

( コスト削減の 工夫を優先するモデルの 製品寿命は 

長くない ) 。 この図に基づく 利益モデル検討手法を 

  ，利益の源泉分 邪と 名付けた。 

図 5: 利益の源泉分析 
く 利益コ ( 売価 一 コスト )x ぬ且 ( 規模 ), 継続期間 ノ 

5. ビジネスモデルの 階層構造と活用の 視点 
一口にビジネスモデルと 言っても、 利用・言及す 

る立場ゃ視点によってそれらは 違ったものになる。 

例えば、 ①起業家・研究開発者や 経営者などは、 主に 
企業全体を考える " 戦略モデル " を求め、 ②各ビジネス 

プロセス部門担当者は、 それぞれの " オペレーションに 

絡んだモデル " を 、 ③収益責任者は、 " 収益の上げ方 

に関わるモデル " を 、 求めることになろ う Ⅲ。 

何 として図 6 に、 この 3 つの立場の違いによるビ 

ジネスモデルの 階層構造を示し、 具体的な視点・ 切 

り口としてのキーファクタ 別に、 該当すると思われ 

る 22 の利益モデルを 分類して表にした。 

戦略モデルでは、 顧客は誰か、 何を提供するか、 商 

品 にどのように 魅力付けをするか、 などがキーファ 

クタになり、 オペレーションモデルでは、 調達・生 

産・販売万法などがキーファクタになる。 スライウ 

ォッキ ー らの利益モデルは、 実際の企業活動をモデ 

ルに抽出したものであ り、 ビジネスの様々な 側面を 

含んでいるため、 これら 3 つの異なるフェーズの 利 

益モデルとしても 充分活用出来ると 考えられる。 
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図 6: ビジネスモデルの 階層構造と利益モデル 分類 

戦略モデル 

オペレー ソョ 

モデル 

キーファクタ 牡坐 する 札接 モ子 ル 袖柱 

l. 田 g.H リュー・ ン 3" ノ a@ ． 4.x7% 仁 - ド刊 a 

どのような 俺客 9. l3. 耳 Ⅱ ま 化 Ⅱ足利 村井・ * l2. 、 l4. Ⅰ "m" ト 升 旭リ " 根 @ づ " ヰ 7. 利 9   再 審 。 を送別 
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  もの，を選別 

何を提供する A   l2. l6. アラ 価値 升 " 連損ガシリ 利 a 、 l3. 3" ノ利 ま Ⅱ足利益 9 、 l8. 販売 後れ尭 
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図 7 に 、 " ビジネ、 スモデル活用の 視， 点 " と " その階 

層構造 " 、 それぞれの視点・モデルに 対応した " 分析 

手法 " の関係を整理した。 利益モデルを 考え活用す 

るには、 どのよう視点から、 どのようなビジネ、 スモ 

デル を利用し、 どのような手法で 対象的にアプロー 

チ し 分析するかを 把握した上で 行うことが望まれる。 

図 7: 利益モデル活用の 視点と分析手法 

成果を有効活用するには、 ①それを元に 自ら新事業 

を 起こすか、 あ るいはこれからの 新しい手法として、 

②それを知的資産として 経済性価値評価を 行い、 

「技術流通市場」でしかるべき 価格で売買取引をす 

ること、 が考えられる ( 図 8) [5L 。 

その際、 技術開発成果を 事業化するための、 複数 
の 、 充分練られた 魅力的なシナリオ し ビジネ、 スモ 

デル ) [6] があ れば、 そのシナリオ 毎に知的資産とし 

ての経済性価値評価がなされ、 いわゆる「ビジネ、 ス 

モデル 付 技術移転」が 成立するものと 考えられる。 

これからの技術者には、 自らの開発成果に 日の目 

を 見させるために、 自らビジネ 、 ス シナリオを描く 能 

力を身に付けることが 望まれる。 

図 8 研究開発主導イノベーションと 技術流通市場 

援を逃さず新規枝折   を活用するためには ! 

'. " 辞 
本稿の内容は、 ( 社 ) 科学技術と経済の 会・技術経営 

会議・専門委員会第 lG における調査，研究活動を 

元 にしており、 同 G 参加メンバー 各位に感謝します。 
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